
１　評価対象及び評価者

令和 年度 (2)　整理番号

(3)　施設名

(4)　所管課室 環境生活部　生活局　県民生活課

(5)　評価者(所管課室長名)

２　評価内容(５段階評価)

評価

評価

３　総合評価

施設所管課室評価様式

(1)　評価対象年度 5 09

県民生活課長　加藤　良隆

(1)　施設効用の最大限発揮 ４　(優れている。)

和歌山交通公園

評価の理由

(2)　効率的な管理運営 ４　(優れている。)

評価の理由

・県内唯一の交通公園として、交通安全機材や自転車を使用した交通安全教育や交通安
全イベントを実施し、交通ルールと交通マナーの習得及び理解向上を図っており、設置
目的にあった運営が行われている。

・公園職員がテレビやラジオ出演、地方紙への記事掲載依頼等による公園のＰＲを行
い、公園利用の周知と利用者の増加を図っている。

・公園内施設において簡易な修繕箇所等があれば、公園職員が修繕しており、修繕費な
どの圧縮を図っている。

・施設の維持管理について、節電・節水を心掛けており環境保全とコスト削減に努めて
いる。また、芝生の管理についても、公園職員が剪定や養生等を行い、経費削減が図ら
れている。

施設の清掃、点検、植栽の管理等を計画的に行っており、また、園内の巡回による利用
者の安全確保や良好な景観が保たれるよう維持管理が適正に行われている。
さらに、利用者が正しい交通ルールや交通マナーを学べるよう、参加体験型の交通安全
教室や交通安全イベントを実施するなど、指定管理者の交通安全に関するノウハウを活
かした管理運営を行っていることに加え、その広報も積極的に行っている。
また、令和５年度はKPIは達成できなかったものの、交通安全教室や屋外での自転車教
室の実施回数を増やし、リピーター確保に向け努力している点は評価できる。


